
日
隆
聖
人
に
よ
り
て
閏
明
せ
ら
れ
た
る

宗
祖
大
士
の
霊
格

″文
類
と
メ
モ
〃

日

宗
教
上
の
教
祖
や
偉
人
の
事
蹟
を
粉
飾
し
た
り
或
は
そ
の
超
人
間
性
、
霊
格
を
強
調
荘
厳
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
宗
数
を
通
じ
て
の
習

で
あ
る
。
し
か
し
事
蹟
は
粉
飾
し
て
金
箔
を
置
く
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
が
霊
格
の
場
合
は
し
か
く
簡
易
に
は
ま
い
ら
ぬ
。

何
故
な
れ
ば
、
そ
れ
を
裏
附
け
す
る
聖
教
量
と
そ
れ
に
基
い
て
万
人
を
納
得
さ
せ
る
に
足
る
教
学
上
の
理
義
＝
比
量
＝
が
必
要
で
あ
つ

て
、
こ
れ
が
な
い
と
、
親
鸞
が
弥
陀
の
化
身
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
そ
の
証
拠
に
夢
物
語
り
を
も
つ
て
来
る
よ
う
な
情
な
い
こ
と
に
な
る

◇

外
国
に
於
て
も
教
祖
の
霊
格
蘭
明
の
試
み
は
行
わ
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
の
没
後
三
百
年
後
の
ニ
カ
ヤ
会
議
で
、
キ
リ
ス
ト
の
霊
格
を

三
位

一
体
と
固
定
し
、
主
な
る
キ
リ
ス
ト
の
霊
格
を
十
二
の
面
か
ら
閲
明
し
た
。
御
参
考
ま
で
に
列
挙
す
る
と
　
一
、
天
父
よ
り
生
れ
し

独
り
子
　
一
一、
父
の
本
質
よ
り
生
れ
し
子
　
一二
、
神
よ
り
出
で
し
子
　
四
、
光
よ
り
出
た
る
光

五
、
真
の
神
よ
り
出
た
る
真
の
神

一ハ
、

造
ら
れ
し
も
の
に
非
ず
　
七
、
生
れ
し
者
、
天
父
と
同
質
の
者
　
八
、
天
地
に
於
て
万
物
を
造
る
　
九
、
我
等
を
救
わ
ん
た
め
に
世
に
降

り
十
、
肉
体
を
と
り
て
人
と
な
り
　
十

一
、
死
後
三
日
で
い
き
を
吹
き
か
え
し
て
昇
天
　
十
二
、
最
後
の
審
判
に
来
る
、
と
以
上
で
あ
る

日
隆
聖
人
に
よ
り
て
間
明
せ
ら
れ
た
る
宗
祖
大
士
の
霊
格

文́
類
と
メ
モ
″
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日
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よ
り
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れ
た
る
宗
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士
の
霊
格

文́
類
と
メ
モ
´

が
、
半
分
以
上
同
じ
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
言
つ
て
い
る
。

◇

佛
教
に
於
て
は
、
佛
に
法
報
応
の
三
身
あ
り
、
応
身
に
勝
、
劣
あ
り
報
身
に
自
受
用
他
受
用
あ
り
と
言
つ
た
具
合
に
や
や

こ
し

い
の

で
、
霊
格
の
固
明
は
信
仰
の
対
象
へ
の
理
念
を
明
確
に
す
る
た
め
に
絶
対
必
要
と
な
つ
た
。
伝
教
大
師
が

″佛
法
血
脈
相
承
譜
″
で

、
常
寂
光
土
第

一
義
諦
霊
山
浄
土
久
遠
実
成
多
宝
塔
中
大
牟
尼
世
尊
″
と
廿
字
を
以
て
釈
尊
を
聞
明
し
た
。

之
に
模
倣
し
て
檀
那
覚
運
が
念
佛
宝
号
で
弥
陀
の
霊
格
を

″南
無
為
実
施
権
開
権
顕
実
開
述
顕
本
久
遠
実
成
従
本
垂
述
三
世
益
物
極
楽

世
界
顕
密
教
主
大
慈
大
悲
阿
弥
陀
佛
〃
と
や
つ
た
も
の
だ
が
、
聖
教
量
が
オ
ー
ル
ゼ
ロ
で
ま
づ
は
観
念
の
遊
戯
で
あ
り
、
ナ
ン
セ
ン
ス
で

あ
る
。
そ
の
ナ
ン
セ
ン
ス
が
真
宗
教
学
の
上
台
と
な
つ
て
い
る
。

◇

宗
祖
大
士
の
場
合
、
こ
う
し
た
霊
格
の
関
明
は
御
直
弟
は

″本
化
上
行
の
御
垂
述
″
と
の
み
ら
し
く
、
他
に
天
日
、
日
弁
上
人
が
円
極

実
義
抄
に
於
て

″本
門
大
師
″
と
強
調
し
て
い
ら
れ
る
位
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
富
士
派
の
両
巻
血
脈
に
は
本
因
妙
教
主

・
本
門
大
師

ｏ
本
因
妙
行
者

・
下
種
法
主

・
久
遠
元
初
自
受
用
身
な
ど
の
言
葉
で
宗

祖
大
士
の
霊
格
を
把
握
せ
ん
と
す
る
試
み
が
あ
り
。
本
宗
に
於
て
は

″
一
佛
二
名
従
果
向
因
九
界
総
在
上
行
菩
薩
人
界
示
同
御
尊
形
″
を

以
て
宗
祖
大
士
を
呼
び
奉
る
先
師
が
あ
つ
た
。

◇

日
隆
聖
人
が
そ
の
著
述
中
に
宗
祖
大
士
の
霊
格
を
蘭
明
せ
ん
と
努
め
ら
れ
た
こ
と
は
至
る
所
に
見
ら
れ
、
そ
れ
が
御
自
分
の
使
命
で
あ

る
か
に
自
覚
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
も
う
か
が
い
得
る
ｃ
私
は
御
聖
教
拝
読
中
こ
の
点
に
留
意
し
て
、
宗
祖
の
霊
格
の
明
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確
な
る
信
認
把
握
こ
そ
が
法
華
宗
の
法
命
で
あ
り
、
外
に
向
つ
て
は
隆
祖
の
本
願
で
あ
る
諸
法
華
宗
の
習
い
損
じ
を
匡
す
キ
イ
ポ
イ
ン
ト

で
あ
リ
ー
内
に
は
尊
像
安
置
を

一
定
す
る
文
証
で
も
あ
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
既
に
入
手
困
難
と
な
つ
て
い
る
。
刊
本
弘
経
抄
を
御
持
ち

で
な
い
方
へ
研
究
の
御
便
宜
の
た
め
に
抜
率
し
た
文
類
を

一
括
し
て
御
目
に
か
け
て
今
年
度
の
責
を
果
し
引
き
つ
づ
い
て
、
他
派
の
そ
れ

と
比
較
浅
深
を
こ
こ
ろ
み
、
殊
に
富
士
門
徒

へ
の
隆
門
教
学
の
影
響
を
研
究
し
た
い
と
念
願
し
て
い
る
。
紙
魚
無
眼
、
聖
教
を
乱
裁
し
て

聖
意
に
も
ど
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
自
ら
お
そ
れ
る
次
第
で
あ
る
。

註
　
ゴ
・チ
ッ
ク
は
筆
者
の
私
題

◎
宗
祖
大
士
は
日
本
国
の
主

。
師

・
親
な
り
　
　
隆
全

一
・
一
四
二

三
世
本
有
と
し
て
此
の
娑
婆
世
界
を
ば
在
世
衆
生
脱
益
の
辺
を
ば
釈
尊
之
を
利
し
。
滅
後
の
衆
生
を
ば
本
因
妙
上
行
に
附
し
て
利
益
せ

し
む
る
な
り
。
之
に
依
て
太
田
抄

―
略
―

此
等
の
御
釈
、
上
行
等
は
久
遠
よ
り
己
来
娑
婆
三
界

一
切
衆
生
の
主
師
親
三
徳
有
縁
の
本
尊

な
り
、
開
目
抄
の
初
の
主
師
親
は
記
小
久
成
の
界
如
三
千
本
因
本
果
釈
尊
上
行
の
事
な
り
。
下
巻
の
末
の
結
文
に
は
釈
尊
十
界
具
足
の
菩

薩
界
上
行
。
上
行
十
法
界
身
の
人
界
日
蓮
大
士
を
主
師
父
母
な
り
と
釈
せ
る
な
り
。

（類
文
）
　
　
隆
全

一
・
一
一
四

本
門
八
品
上
行
要
附
の
本
門
本
尊
如
説
修
行
の
主
に
て
之
れ
あ
ら
ば
日
蓮
大
士
は
上
行
菩
薩
な
り
。
―
―
我
朝
日
本
国
は
本
門
本
尊
流

布
の
国
な
り
故
に
依
正
相
順
し
て
日
蓮
大
士
を
以
て
日
本
国
の
衆
生
の
為
に
は
主
師
親
三
徳
有
縁
の
唱
導
な
り

◎
宗
祖
大
士
は
久
遠
常
住
の
日
本
国
の
日
蓮
　
　
隆
全

一
・
一
四
四

本
興
寺
流
日
伝
に
本
門
顕
本
に
於
て
正
宗
顕
本
と
本
涅
槃
妙
滅
後
流
通
上
行
弘
経
の
顕
本
之
れ
有
り
。
本
門
八
品
上
行
要
附
の
辺
は
本

涅
槃
妙
流
通
の
意
な
り
。
故
に
正
宗
顕
本
は
現
脱
を
以
て
本
因
妙
下
種
に
還
え
す
也
。
本
門
八
品
上
行
附
属
の
辺
は
久
遠
の
本
涅
槃
妙
滅

日
隆
聖
人
に
よ
り
て
間
明
せ
ら
れ
た
る
宗
祖
大
士
の
霊
格

文́
類
と
メ
モ
″
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霊
格
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メ
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後
末
法
本
時
の
娑
婆
日
本
国
日
蓮
弘
法
の
本
尊
を
顕
本
し
て
而
も
其
の
久
遠
の
日
本
国
即
今
の
本
涅
槃
妙
滅
後
末
法
日
本
国
の
日
蓮
な
り

と
顕
本
し
て
今
昔
時
は
異
り
と
い
え
ど
も
久
遠
本
涅
槃
妙
滅
後
末
法
日
本
国
の
日
蓮
と
今
日
顕
本
己
後
の
本
涅
槃
妙
滅
後
末
法
日
本
国
の

日
蓮
と

一
体
な
り
。　
―
略
―

今
日
の
涅
槃
即
本
涅
槃
妙
を
顕
せ
ば
滅
後
末
法
日
本
国
即
久
遠
本
涅
槃
妙
滅
後
日
本
国
な
り
と
顕
本
す
れ

ば
、
今
の
日
蓮
即
久
遠
の
日
蓮
な
り
。
今
始
め
た
る
日
蓮
大
士
と
思
う
は
不
信
謗
法
の
要
見
な
り
。
之
を
秘
す
べ
し
。

◎
宗
祖
大
士
は
日
本
国
王
臣
百
官
の
天
下
祈
藤
の
会
帰
主
　
　
隆
全

一
・
一
五
〇

陰
生
土
因
果
国
釈
尊
上
行
娑
婆
日
本
国
総
在
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
本
門
の
本
尊
を
日
蓮
大
士
自
解
佛
乗
し
て
佛
滅
後
本
門
流
通
の
日
本

国
に
之
を
弘
む
。
豊
日
蓮
大
士
は
日
本
国
衆
生
の
為
に
は
主
師
父
母
に
非
ず
や
故
に
知
り
ぬ
。
日
本
国
王
臣
百
官
等
日
蓮
大
士
に
会
帰
し

て
天
下
の
祈
蒔
を
致
す
べ
き
な
り
。

◎
宗
祖
大
士
は
釈
尊
の
本
師
に
て
お
わ
し
ま
す
　
　
隆
全
九

・
三
〇
六

釈
尊
の

「本
時
自
行
唯
与
円
合
」
の
本
因
妙
下
種
の
一
念
信
解
の
信
行
観
心
の
時
と
国
と
は
如
何
。
答
所
住
の
国
土
と
は
観
心
本
尊
抄

に
本
時
ノ
娑
婆
世
界
ハ
常
住
ノ
浄
土
也
と
釈
し
給
え
る
。
本
国
土
妙
は
三
国
殊
に
日
本
国
な
り
。
云
々
。
そ
の
時
と
は
総
じ

て

は
正
像

末
、
別
し
て
な
末
法
な
り
。
そ
の
故
は
、
其
時
と
は
本
因
妙
名
字
凡
位
の
釈
尊
の
己
前
に
前
佛
の
出
世
あ
り
。
そ
の
前
佛
に
又
、
本
の
十

妙
の
如
く
自
行
の
因
果

・
化
他
の
能
所
之
れ
有
り
。
自
行
円
満
の
後
の
化
他
の
能
所
の
時
本
涅
槃
妙
を
唱
え
玉
う
。
そ
の
滅
後
の
本
利
益

妙
の
末
法
の
時
釈
尊
我
等
が
如
き
名
字
の
凡
人
に
し
て
本
因
妙
の
位
に
居
し
口
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
玉
う
な
り
。

爾
れ
ば
其
時
、
釈
尊
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
授
け
奉
り
し
本
師
如
何
。

答
。
三
世
常
恒
に
滅
後
は
諸
方
共
に
上
行
周
遍
し
て
佛
種
を
下
す
故
に
そ
の
時
も
上
行
也
、
重
ね
て
間
て
云
く
。
そ
の
時
の
尊
形
は
直

の
上
行
か
　
　
答
。
爾
る
べ
か
ら
ず
。
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上
行
に
九
界
を
具
す
九
界
総
持
の
人
界
に
て
名
字
信
者
の
尊
形
な
り
。
猶
重
て
間
て
云
く
。
其
の
時
の

「
或
従
智
識
或
従
経
巻
」
の
智

識
の
名
字
如
何

答
。
当
流
最
極
の
秘
事
な
り
。
謂
く
日
蓮
大
士
と
名
け
奉
る
な
り
。
日
外
す
べ
か
ら
ず
。
是
れ
三
世
益
物
本
来
常
恒
の
儀
式
な
り
。
此

を
招
形
木
の
顕
本
と
名
く
る
な
り
。

◎
宗
祖
大
士
は
本
因
妙
下
種
の
教
主
　
　
　
　
″右
に
つ
づ
く
〃

疑
て
云
く
。
今
云
う
処
の
本
因
妙
下
種
の
教
主
は
三
身
の
中
に
は
何
れ
ぞ
や
。

答

―
略
―

真
実
下
種
の
教
主
と
云
は
、
本
因
本
果
を
具
し
、
而
も
因
果
不
二
の
本
因
妙
に
居
住
す
る
無
縁
の
大
悲
金
剛
長
寿
の
真
実

の
極
佛
を
下
種
の
教
主
と
な
す
所
謂
る
寿
量
の
正
在
報
身
こ
れ
也
。
此
の
佛
は
大
悲
甚
重
な
る
故
に
尽
生
界
の
大
願
あ
り
て
此
の
娑
婆
世

界
を
取
り
て
本
国
土
妙
の
本
宅
と
な
し
。
殊
に
佛
の
在
世
よ
り
も
別
儀
に
滅
後
尽
生
界
の
願
を
以
て
本
懐
と
な
す
。
故
に
過
去
己
前
の
遠

々
。
及
び
今
日
も
本
涅
槃
妙
を
唱
え
。
佛
身
の
本
因
妙
の
方
を
上
行
菩
薩
を
示
現
し
て
滅
後
の
唱
導
と
為
す
。　
―
中
略
―

此
の
報
佛
は

三
世
に
本
果
妙
を
も
本
因
妙
と
照
了
し
て
別
時
意
趣
を
以
て
因
果
不
二
の
本
因
妙
に
住
し
。
三
世
常
住
に
滅
後
悪
人
の
下
種
を
成
ぜ
し
む

る
也
。
傍
て
此
の
報
佛
滅
後
下
種
利
生
の
為
に
本
涅
槃
を
唱
う
る
辺
は
応
身
に
似
た
り
。
然
る
に
分
証
報
身
の
上
行
を
以
て
弟
子
と
す
る

故
に
報
身
也
。
但
し
、
減
後
悪
人
大
慈
大
悲
の
辺
を
応
身
と
云
也
。
開
目
抄
上
巻
に
応
身
報
身
の
顕
本
と
釈
し
玉
う
は
此
の
意
也
故
に
当

流
に
は

一
切
衆
生
最
初
下
種
の
時
は
因
果
不
二
の
本
因
妙
上
行
の
尊
形
に
て
而
も
上
行
体
具
の
九
界
総
持
の
人
界
の
尊
形
に
て
佛
種
を
下

す
と
習
う
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

◎
宗
祖
大
士
は
本
門
の
世
尊

・
悪
人
の
慈
父

・
本
佛
に
て
在
し
ま
す
　
　
隆
全
三

・
一
二

本
門
の
世
尊
は

一
切
衆
生
の
最
初
下
種
を
以
て
本
意
と
な
す
。
三
徳
有
縁
の
釈
迦
世
尊
。
此
の
娑
婆
世
界
の
衆
生
の
為
に
五
百
の
大
願

日
隆
聖
人
に
よ
り
て
間
明
せ
ら
れ
た
る
宗
祖
大
士
の
霊
格

″文
類
と
メ
モ
´
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日
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よ
り
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間
明
せ
ら
れ
た
る
宗
祖
大
士
の
霊
格

文́
類
と
メ
モ
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を
起
し
、
唯

一
人
し
て
度
生
の
願
を
起
し
、
衆
生
尽
き
ざ
れ
ば
久
遠
長
寿
に
し
て
五
百
墨
点
を
送
る
。
大
慈
悲
の
世
尊
娑
婆
悪
人
の
父
な

り
。
殊
に
滅
後
無
佛
世
の
悪
人
を
正
機
と
為
す
間
、
本
因
妙
十
界
円
備
の
上
行
と
変
じ
て
滅
後
に
出
で
、
悪
人
の
慈
父
と
為
り
本
佛
と
為

る
　
一ム
々

◎
宗
祖
大
士
は
本
因
妙
の
釈
尊
上
行
の
化
身
に
て
在
し
ま
す
　
　
隆
全
三
ノ
四
三

名
字
信
行
の
自
証
護
念
は
教
弥
実
位
述
下
の
護
念
に
し
て
、
余
り
に
大
慈
大
悲
深
重
な
る
故
に
本
因
妙
自
証
信
心
の
妙
法
蓮
華
経
を

一

切
衆
生
に
施
し
、
殊
に
滅
後
無
佛
世
の
逆
謗
の
悪
人
愚
人
に
之
を
授
け
ん
と
欲
す
る
護
念
の
大
悲
は
深
重
な
り
。　
―
略
―

一
切
衆
生
の

熟
脱
を
ば
本
果
の
釈
尊
之
を
護
念
し
、
滅
後
正
像
末
の
利
生
末
法
下
種
を
ば
本
因
妙
の
釈
尊
、
身
を
上
行
と
化
し
日
蓮
と
変
じ
て
之
を
護

念
し
之
を
助
く
。

◎
宗
祖
大
士
の
御

一
身
は
釈
尊
上
行
　
　
隆
全
三

・
二
六
七

本
果
釈
尊

ｏ
本
因
妙
九
界
具
徳
上
行
体
具
の
人
界
日
蓮
大
士
の
弟
子
檀
那
の
悪
人
逆
即
是
順
善
悪
不
二
の
秘
妙
方
便
こ
れ
あ
り
。
謂
く

方
便
の
実
体
と
は
万
法
総
持
の
妙
法
蓮
華
経
こ
れ
な
り
。
又
、
本
果
の
釈
尊
の
色
心
を
本
因
上
行
の
心
身
に
垂
下
し
、
上
行
の
一
身
を
滅

後
総
導
師
の
日
蓮
と
垂
下
す
。
故
に
知
ん
ぬ
日
蓮
大
士
の
一
身
は
釈
尊
上
行
な
り
。
観
心
本
尊
抄
に
己
心
の
釈
尊
と
云
々
の
己
心
は
日
蓮

也
。
己
心
の
本
尊
は
即
身
成
佛
な
り
。
故
に
日
蓮
大
士
は
末
世
の
一
切
衆
生
の
為
の
主
師
父
母
也
。
即
ち
日
蓮
を
以
て
本
果
の
佛
界
と
為

し
。
日
本
国
の
逆
謗
の
悪
人
性
得
の
九
法
界
を
以
て
弟
子
王
子
と
為
し
、
父
子
天
性
を
結
ん
で
父
子
和
合
邪
正

一
如
十
界
互
具
界
如
三
千

の
秘
妙
方
便
を
顕
す
こ
と
前
代
未
聞
也
。

◎
宗
祖
大
士
は
本
極
法
身
の
相
好
に
て
在
し
ま
す

本
極
の
法
身
と
は
本
門
三
世
益
物
の
教
主

・
久
成
釈
尊
の
御
事
也
―
略
―
此
の
法
身
に
諸
の
相
好
を
具
す
か
く
の
如
き
本
地
法
身
の
相

―- 6 -―



好
説
法
を
上
行
に
附
し
。
上
行
の
相
好
説
法
を
末
法
の
愚
人
に
移
す
な
り
。
そ
の
相
好
と
は
日
蓮
大
士
是
也
説
法
と
は
以
要
言
之
の
妙
法

蓮
華
経
也
―
―
可
秘
―
―

◎
宗
祖
大
士
は
顕
本
応
身
滅
後
流
通
の
教
主
色
相
荘
厳
の
佛
の
正
体
　
　
私
新
抄

今
経
本
門
の
意
は
応
身
報
身
の
顕
本
之
を
明
せ
り
。
常
住
の
報
応
二
身
是
れ
当
宗
の
本
尊
と
す
べ
し
。
就
中
顕
本
の
応
身
は
滅
後
流
通

の
教
主

・
色
相
荘
厳
の
佛
の
正
体
な
り
色
相
荘
厳
の
佛
円
宗
の
本
尊
な
る
べ
し
。

◎
宗
祖
大
士
は
因
果
不
二
の
本
因
妙
名
字
即
佛
　
　
隆
全
七

ｏ
四
〇
五

本
果
の
釈
尊
を
以
て
裏
と
な
し
、
本
因
妙
の
釈
尊
を
以
て
上
行
と
顕
し
面
と
な
し
て
因
果
不
二
の
本
因
妙
の
佛
を
以
て
念
佛
の
佛
と
言

う
べ
き
な
り
。
此
の
本
因
妙
の
教
弥
実
位
弥
下
の
上
行
の
全
体
日
蓮
大
士
な
れ
ば
、
六
即
六
佛
の
名
字
即
佛
の
日
蓮
大
士
を
念
佛
の
佛
と

言
う
べ
き
是
也
。
是
れ
観
心
本
尊
の
念
佛
也
。

◎
宗
祖
大
士
は
上
行
菩
薩
の
人
間
像
　
　
隆
全

一
・
一
二
五

日
伝
に
曰
く
、
地
涌
上
行
等
は
一
品
二
半
脱
益
の
辺
は
本
因
妙
の
位
は
初
住

・
乃
至
今
日
霊
山
の
辺
は
等
覚
な
り
。
然
る
に
滅
後
の
唱

導
に
定
め
玉
う
時
は
十
法
界
の
身
を
以
て
諸
の
国
上
に
遊
ぶ
時
末
法
に
遊
行
す
る
辺
は
人
界
を
以
て
面
と
な
し
、
人
界
互
具
の
十
法
界
身

と
顕
る
べ
し
。
上
行
共
は
等
覚
所
具
の
名
字
に
顕
れ
出
で
て
神
力
嘱
累
の
要
附
を
受
取
る
也
。
此
の
上
行

ｏ
十
法
界
身
を
以
て
人
界
に
顕

れ
出
で
己
れ
は
日
蓮
大
士
也
。
働
て
日
蓮
は
上
行
体
内
の
人
界
也
。
上
行
即
釈
尊
体
具
の
本
因
妙
な
り
。
本
因
妙
即
名
字
即
也
。
名
字
即

は
凡
地
な
り
。
そ
の
所
居
の
国
土
は
釈
尊
上
行
は
即
ち
久
遠
本
時
の
娑
婆
な
り
。
娑
婆
の
内
に
久
遠
の
日
本
国
こ
れ
あ
り
。
此
に
依
て
日

蓮
大
士
の
師
弟
は
本
涅
槃
妙
滅
後
末
法
に
住
し
て
血
脈
抄
の
如
く
法
妙
な
る
故
に
人
貴
し
人
貴
が
故
に
処
貴
し
と
云
て
述
門
諸
宗
の
執
権

の
謗
心
を
払
う
て
久
遠
本
因
妙
所
住
の
娑
婆
を
顕
す
欺
。
之
を
思
え
。

日
隆
聖
人
に
よ
り
て
間
明
せ
ら
れ
た
る
宗
祖
大
士
の
霊
格

文́
類
と
メ
モ
″
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日
隆
聖
人
に
よ
り
て
間
明
せ
ら
れ
た
る
宗
祖
大
士
の
霊
格

″文
類
と
メ
モ
´

日
本
国
即
久
遠
本
因
妙
の
日
本
国
な
り
と
住
本
顕
本
し
て
常
に
此
の
本
に
住
し
て
恒
に
本
を
顕
せ
ば
此
の
日
本
国
は
即
久
遠
本
因
妙
の

本
国
土
た
る
本
時
の
娑
婆
の
中
の
日
本
国
な
り
。
そ
の
時
は
今
の
日
蓮
即
久
遠
本
国
土
本
因
名
字
所
住
の
日
本
国
の
日
蓮
也
。
今
昔
時
異

り
と
雖
も
日
蓮
は

一
人
な
り
。
常
住
此
本
の
本
は
日
本
国
也
、
此
の
如
く
意
得
れ
ば
久
遠
本
因
妙
本
土
娑
婆
日
本
国
の
主
師
親
日
蓮
即
今

日
本
門
流
通
末
法
娑
婆
日
本
国
の
主
師
父
母
日
蓮
也
。
開
目
抄
の
初
に
主
師
親
は
釈
尊
上
行
也
下
の
巻
の
末
に
云
く
日
蓮
は
日
本
国
の
諸

人
の
主
師
父
母
也
と
云
々
　
働
て

釈
尊
上
行
日
蓮
は
三
世
常
恒
に
此
の
久
遠
の
娑
婆
日
本
国
に
久
住
し
て
主
師
親
な
り
但
し
釈
尊
は
在
世

・
本
涅
槃
妙
滅
後
流
通
は
上
行

日
蓮
な
り
　
秘
之
　
秘
之
。

◎
父
上
行
と
は
日
蓮
大
士
こ
れ
な
り
　
をボ
要

此
の
九
法
界
総
持
の
上
行
王
子
本
国
土
妙
久
遠
の
娑
婆
に
縦
横
無
凝
に
周
遍
す
と
雖
も
殊
に
滅
後
の
無
佛
世
に
遍
法
界
し
て
自
性
体
内

の
九
法
界
を
益
す
此
の
時
は
上
行
は
父

・
九
法
界
は
王
子
也
．
そ
の
時
の
父
上
行
と
は
日
蓮
大
士
こ
れ
也
。
此
の
師
弟
旦
那
南
無
妙
法
蓮

華
経
と
唱
え
奉
り
て
自
受
法
楽
し
て
即
身
成
佛
し
て
本
覚
の
自
受
用
身
と
な
り
所
住
の
処
は
即
寂
光
土
也
。
経
に
曰
く
是
人
於
佛
道
決
定

無
有
疑
之
を
思
う
べ
し

―
中
略
―

本
門
八
品
上
行
要
付
の
自
受
用
身
は
大
悲
に
下
り
。
教
弥
実
位
弥
下
し
て
尊
形
の
自
体

を
顕

し

て

（宗
祖
大
士
）
事
寂
光

（日
本
国
）
に
住
し
凡
夫
を
以
て
所
生
の
王
子
と
な
し
て
父
子
天
性
を
結
び
三
五
下
種
及
び
末
法
下
種
の
父
と
為
つ

て
聞
法
為
種
の
説
法
こ
れ
あ
り
。
上
行
要
附
信
行
易
修
の
自
受
用
身

（宗
祖
ノ
弟
子
旦
那
）
は
前
代
未
聞
、
初
め
て
観
心
本
尊
抄

ｏ
開
目

抄

・
当
体
義
抄

・
血
脈
抄
に
分
明
に
定
判
こ
れ
あ
り

　

（　
）
は
筆
者
私

◎
釈
尊
上
行

・
日
蓮
を
根
本
の
智
父
と
為
す
　
　
隆
全

一
ノ

一
三
八

故
に
知
ん
ぬ
。
此
の
娑
婆
三
界
の
一
切
衆
生
は
本
門
の
体
玄
義
実
相
法
身
を
以
て
根
本
境
母
と
為
し
。
釈
尊
上
行
日
蓮
を
以
て
根
本
の
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智
父
と
な
し
。
父
母
境
智

一
如
の
南
無
妙
法
蓮
経
華
な
り
。
故
に
此
の
妙
法
蓮
華
経
は
総
な
り
能
具
也
。
釈
導
上
行
日
蓮
は
別
な
り
。
所

具
な
り
。

◎
釈
尊
は
祖

・
宗
祖
は
上
行
分
証
佛
界
の
父

・
我
等
は
子
　
　
隆
全
八

・
一
〇
〇

幸
い
に
日
本
国
は
日
本
の
二
字
の
顕
す
処
。
本
国
土
妙
の
本
土
也
。
そ
の
所
居
の
我
等
は
九
法
界
な
り
。
日
蓮
大
士
は
上
行
分
証
佛
界

の
父
な
り
。
我
等
は
所
生
の
子
な
り
。
我
等

一
念
の
信
心
を
以
て
事
円
三
千
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
唱
う
れ
ば
釈
尊
は
我
が
祖
な
り
。
上

行
は
父
な
り
。
我
等
は
子
な
り
。

◎
上
行
日
蓮
大
士
は
久
遠
本
覚

一
体
三
宝
の
僧
宝
な
り
　
　
隆
全
九

・
五
四
六

本
門
八
品
上
行
要
附
の
一
体
の
三
宝
は

一
向
に
末
法
を
益
す
る
な
り
。
佛
宝
と
は
本
果
妙
の
釈
尊
な
り
。
僧
宝
と
は
本
因
妙
上
行
な
り

日
蓮
大
士
な
り
。
法
宝
と
は
本
因
本
果
本
国
上
の
十
界
依
正
三
千
の
本
地
の
妙
法
蓮
華
経
な
り
。

◎
宗
祖
大
士
御

一
人
し
て
世
界
の
議
法
罪
を
転
じ
た
も
う
　
　
十
三
問
答
抄

（宗
全
四
六
七
）

又
上
行
よ
り
日
蓮
聖
人
出
生
し
、
日
蓮
よ
り
日
本
国
の
一
切
衆
生
出
生
す
。
是
の
故
に
日
蓮
上
人
は
日
本
国
上
下
万
人
の
主
師

親

な

り
。
開
目
抄
に
曰
く
日
蓮
は
日
本
国
の
諸
人
の
主
師
父
母
な
り
と
判
じ
玉
え
り
。
当
時
の
謗
罪
定
業
を
ば
日
蓮
聖
人

一
人
し
て
之
を
転
ず

べ
し
此
事
次
を
以
て
引
き
奉
る
日
外
す
べ
か
ら
ず
。

◎
上
行
菩
薩
日
蓮
大
士
の
神
変
　
　
隆
全
三
八
二

今
経
述
本
二
門
の
自
行
因
果

・
化
他
の
能
所
も
皆
悉
く
釈
尊
の
神
変
な
り
。
其
の
中
に
最
上
の
神
変
は
本
門
上
行
要
附
な
り
。
働
て
本

門
八
品
上
行
要
附
己
来
滅
後
正
像
末
の
利
生
殊
に
本
門
流
通
の
日
本
国
中
、
依
正
の
諸
法
三
業
所
作
捨
邪
帰
正
呵
責
謗
者
歩
々
念
々
声
々

の
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
上
行
菩
薩
日
蓮
大
士
の
神
変
な
り
。

日
隆
聖
人
に
よ
り
て
間
明
せ
ら
れ
た
る
宗
祖
大
士
の
霊
格

″文
類
と
メ
モ
″

-9-



日
隆
聖
人
に
よ
り
て
間
明
せ
ら
れ
た
る
宗
祖
大
士
の
霊
格

文́
類
と
メ
モ
′

◎
宗
祖
大
士
は
上
行
菩
薩
の
入
重
玄
門
倒
修
凡
事
の
尊
形
　
　
隆
全
八

・
二
七
〇

本
果
妙
釈
尊
の
入
重
玄
門
倒
修
凡
事
を
ば
広
く
寿
量
品
の
三
世
益
物
に
之
を
明
し
。
本
因
妙
上
行
の
入
重
玄
門
の
凡
事
を
ば
分
別
品
の

末
半
品
以
下
五
品
半
に
広
く
之
を
宣
ぶ
。
謂
る

「
於
我
滅
度
後
―
決
定
無
有
疑
」
と
云
へ
り
。
此
れ
等
即
ち
滅
後
の
悪
世
悪
人
に
対
し
て

起
す
処
の
上
行
菩
薩
の
入
重
玄
門
倒
修
凡
事
な
り
。
角
て
入
重
玄
門
と
は
此
上
、
他
方
の
佛
滅
後
の
流
通
也
。
倒
と
云
は
逆
縁
也
。
修
と

は
信
行
也
。
凡
事
と
は
日
蓮
大
士
の
尊
形
也
。

◎
日
蓮
大
士
の
説
法
は
釈
尊
意
輪
の
説
法
な
り
　
　
全
八

・
四
五
七

本
佛
釈
尊
の
身
輪
は
本
涅
槃
妙
を
唱
え
て
法
界
周
遍
の

「滅
是
法
性
滅
」
の
滅
に
入
り
。
釈
尊
の
意
輪
を
上
行
菩
薩
と
な
す
。
故
に
滅

後
上
行
の
利
生
は
釈
尊
の
意
輪
説
法
也
。
釈
尊
の
意
輪
な
る
故
に
自
性
所
生
の
谷
属
と
言
い
、
法
身
支
分
の
容
属
と
言
う
也
。
若
し
爾
ら

ば
此
の
滅
後
の
意
輪
説
法
と
は
其
の
相
如
何
？
　
答
　
以
て
の
外
の
大
事
な
り
。
秘
蔵
な
り
。
所
詮
日
蓮
大
士
の
折
伏
説
法
即
意
輪
説
法

な
り
。
缶
て
釈
尊
の
意
輪
説
法
は
上
行

・
上
行
の
意
輪
説
法
は
日
蓮

・
日
蓮
の
意
輪
説
法
は
観
心
本
尊
抄

・
開
目
抄
等
の
諸
御
抄
な
り

◎
宗
祖
大
士
は
顕
密
不
二
生
佛

一
如
即
身
成
佛
の
本
覚
の
佛
　
　
を不
要

一
・
三
二

下
種
の
教
主
と
は
果
頭
開
顕
し
て
過
去
遠
々
無
始
久
遠
の
処
に
居
す
る
久
遠
常
住
の
報
身
三
世
益
物
し
て
化
導
の
始
終
種
熟
脱
の
二
五

の
遠
化
こ
れ
あ
る
慈
父
大
王
本
果
の
釈
尊

ｏ
本
因
上
行
。
十
界
具
足
の
報
佛
也
。
此
の
報
佛
は
非
顕
非
密
不
二
也
。
又
生
に
非
ず
佛
に
非

ず
生
佛

一
如
の
即
身
成
佛
の
本
覚
の
佛
也
。
所
居
の
本
国
土
は
界
内
に
非
ず
界
外
に
非
ず
。
娑
婆
に
非
ず
寂
光
に
非
ず
。
娑
婆
即
寂
光
の

本
党
の
上
也
。

◎
宗
祖
大
士
は
未
来
人

一
の
本
因
妙
の
釈
尊
な
り
　
　
隆
全

一
〇

・
五
二
一

日
道
仰
に
云
く
。
此
の
二
重
の
佛
名

（神
力
品
）
は
、
初
の
南
無
釈
迦
牟
尼
佛
は
本
果
妙
の
釈
迦
也
。
後
の
南
無
釈
迦
牟
尼
佛
は
本
因

- 10-



妙
の
釈
迦
也
。
是
れ
即
ち
本
門
の
意
は
教
弥
実
位
下
し
て
従
果
向
因
し
玉
う
故
に
釈
尊
も
上
行
要
附
の
会
場
に
は
本
果
妙
よ
り
本
因
妙
に

出
で
て
末
代
易
行
の
本
尊
と
な
る
也
故
に
二
重
の
称
名
こ
れ
有
り
。
慟
て
此
の
南
無
帰
命
の
義
は
滅
後
末
法
に
至
つ
て
日
本
国
中
の
信
謗

の
一
切
衆
生
。
広
布
の
時
南
無
日
蓮
大
菩
薩
を
唱
え
奉
り
て
弟
子
信
者
と
な
る
べ
き
人

一
を
表
す
る
な
り
。

◎
宗
祖
大
士
は
三
世
本
有
の
利
生

・
下
種
観
心
の
教
主
な
り
　
　
隆
全
八

・
三
〇
八

末
法
は
本
門
観
心
の
時
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
今
日
の
本
涅
槃
妙
。
久
遠
の
本
涅
槃
妙
今
昔
時
異
に
し
て
そ
の
実
体
は
是
れ
同
じ
。
故
に

久
遠
の
本
説
法
妙

ｏ
本
春
属
妙
の
時
上
行
を
召
し
て
以
要
言
之
の
本
涅
槃
妙
滅
後
末
法
の
国
は
日
本
国

・
観
心
の
唱
導
は
日
蓮
大
士
也
叉

今
日
在
世
顕
本
の
時

・
本
説
法
妙
本
谷
属
妙
の
時
以
要
言
之
し
て
本
涅
槃
滅
後
末
法
の
時
に
本
門
を
弘
む
。
そ
の
国
は
日
本
国

・
教
主
は

日
蓮
大
士
な
り
。
此
れ
も
今
昔
時
異
り
と
雖
も
其
の
上
其
の
人
は
全
く
同
じ
き
也
。
其
の
所
行
々
儀
は
三
世
本
有
の
不
軽
折
伏
行
な
り
。

今
昔
之
れ
同
じ
き
也
。
所
弘
の
法
も
今
昔
同
じ
く
本
因
果
国
界
如
三
千
の
事
行
の
妙
法
三
大
秘
法
の
本
門
の
本
尊
な
り
。
此
の
旨
を
顕
さ

ん
が
為
に
三
世
益
物
を
説
て
開
近
顕
遠
又
諸
佛
道
同
す
る
な
り
。
道
同
す
れ
ば
今
昔
同
じ
く
釈
尊
上
行
な
り
。
上
行
在
世
に
出
れ
ば
釈
尊

也
。
釈
尊
滅
後
に
出
れ
ば
上
行
也
。
末
法
に
人
界
に
顕
る
れ
ば
日
蓮
大
士
也
。
是
れ
即
ち
三
世
本
有
の
利
生
也
。
此
の
意
を
以
て
寿
量
品

の
三
世
益
物
を
講
ず
べ
き
也
。
此
の
一
段
之
を
秘
す
べ
し
。

◎
宗
祖
大
士
は
久
遠
本
因
妙
上
行
　
　
隆
全

一
〇

・
四
三
四

口
伝
に
云
。
過
去
久
遠
下
種
本
因
妙
名
字
信
位
と
今
日
本
門
八
品
の
本
因
妙
上
行
要
附
の
末
法
下
種
の
名
字
即
と
は
全
く
同
じ
き
也
。

故
に
久
遠
本
因
妙
上
行
は
即
日
蓮
大
士
也
。
日
蓮
大
士
自
性
所
生
の
日
本
国
の
衆
生
は
十
界
久
遠
の
上
行
也
。
故
に
日
本
因
は
本
時
の
娑

婆
本
国
土
也
。
此
れ
本
門
戒
坦
な
り
。
此
の
正
理
を
失
心
し
て
之
を
知
ら
ず
之
に
背
く
を
謗
者
と
名
け
失
心
せ
ず
し
て
之
を
信
ず
る
を
信

者
と
名
く
。
故
に
日
本
国
の
一
切
衆
生
の
為
に
は
日
蓮
大
士
は
諸
御
抄
開
目
抄
の
如
く
主
師
父
母
な
り
。
故
に
知
ん
ぬ
日
本
国
の
依
正
万

日
隆
聖
人
に
よ
り
て
聞
明
せ
ら
れ
た
る
宗
祖
大
士
の
霊
格

文́
類
と
メ
モ
″
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日
隆
聖
人
に
よ
り
て
間
明
せ
ら
れ
た
る
宗
祖
大
士
の
霊
格

″文
類
と
メ
モ
タ

法
は
本
果
釈
尊
本
因
妙
上
行
日
蓮
の
弟
子
旦
那
な
る
故
に
本
門
当
体
蓮
華
の
本
国
土
な
り
。

◎
宗
祖
大
士
は
本
因
妙
名
字
信
心
信
智
の
尊
形
本
覚
の
自
受
用
身
也
　
　
一不
要

一
ノ
五
八

本
因
本
果
本
国
土
依
正
三
千
円
備
の
妙
法
蓮
華
経
を
以
て
総
体
の
自
受
用
身
と
す
―
―
本
果
の
自
受
用
身
と
は
久
成
の
釈
尊
な
り
。
本

因
の
自
受
用
身
と
は
本
化
上
行
等
也
。
―
―
本
門
八
品
上
行
要
附
の
時
は
本
果
の
自
受
用
身
を
以
て
裏
と
な
し
、
本
因
の
自
受
用
身
を
以

て
面
と
な
し
尊
形
の
自
受
用
身
を
以
て
易
修
易
行
の
自
受
用
身
と
な
し
て
上
行
要
附
を
成
ず
る
也
。
此
の
要
法
と
は
本
因
本
果
本
国
土
依

正
三
千
の
尊
形
に
顕
れ
た
る
自
受
用
身
を
要
の
妙
法
蓮
華
経
と
言
う
也
。
玄

一
日
此
の
妙
法
蓮
華
経
は
本
地
甚
深
の
奥
蔵
也
。
此
の
妙
法

華
経
は
本
果
の
自
受
用
身
よ
り
本
因
の
自
受
用
身
に
垂
下
し
。
猶
等
覚
よ
り
初
住

ｏ
初
住
よ
り
観
行
相
似
と
位
弥
下
し
て
猶
は
名
字
信
心

信
智
の
自
受
用
を
以
て
本
因
妙
の
自
受
用
身
の
正
体
と
な
す
。

（宗
祖
大
士
）
此
の
信
智
の
自
受
用
身
の
御
口
よ
り
出
す
処
の
言
語
の
自

受
用
身
を
末
世
下
機
に
示
し
て
妙
法
蓮
華
経
と
名
く
る
也
。
か
く
の
如
き
教
弥
実
位
弥
下
の
本
因
妙
信
智
の
自
受
用
身
は
爾
前
述
門
に
分

絶
え
た
り
。
故
に
永
異
諸
経
と
言
う
。
こ
れ
三
国
未
伝

・
正
像
未
弘

・
玄
文
止
有
余
不
了
本
覚
の
自
受
用
身
也
。

◎
宗
祖
大
士
は
上
行
示
現
滅
後
末
法

一
切
衆
生
三
徳
有
縁
尊
形

・
本
因
妙
名
字
信
行
自
受
用
身
な
り
　
　
を不
要

一
・
五
八

尋
ね
て
云
く
。
今
云
う
処
の
如
き
本
因
本
果
の
三
千
尊
形
の
自
受
用
身
の
証
拠
は
何
れ
に
こ
れ
あ
り
や
、
答
。
諸
御
抄
特
に
観
心
本
尊

抄
及
び
開
目
抄
の
上
巻
に
分
明
な
り
。
謂
く

―
略
―

此
の
御
釈

（本
尊
抄
四
五
字
）
開
目
抄
と
同
じ
く
。
本
因
本
果
本
国
土
事
二
千
即

釈
尊
上
行
尊
形
と
顕
れ
。
而
も
本
果
本
因
と
次
第
し
て
本
果
自
受
用
身
よ
り
本
因
妙
名
字
信
行
の
尊
形
三
千
の
自
受
用
身
に
下
り
末
世
の

衆
生
を
益
す
る
也
。
傷
て
本
果
釈
尊
尊
形
総
体
自
受
用
身
は
流
通
附
属
本
因
妙
上
行
尊
形
総
体
自
受
用
身
な
り
。
此
の
上
行
示
現
の
滅
後

末
法

一
切
衆
生
三
徳
有
縁
の
尊
形
総
体
の
自
受
用
身
こ
れ
あ
る
べ
し
。
そ
の
末
法
唱
導
本
因
妙
名
字
信
行
の
尊
形
自
受
用
身
何
れ
に
こ
れ

あ
り
や
。
如
何
。
答
当
流
唯
授

一
人
の
日
伝
な
り
。
之
を
聞
く
べ
し
云
々
ｃ



◎
宗
祖
大
士
の
師
弟
は
本
果
妙
釈
尊
の
下
契
物
機
の
人
界
尊
形
の
自
受
用
身
　
　
を不
要

一
０
一
一
九

三
千
遍
法
界
の
自
受
用
身
を
本
因
本
果
の
釈
尊
上
行
の
尊
形
自
受
用
身
と
顕
し
界
内
外
の
諸
浄
上
の
理
土
よ
り
本
時
娑
婆
同
居
の
本
国
土

妙
の
事
上
に
還
つ
て
、
上
に
つ
い
て
本
覚
を
顕
し
佛
に
付
て
本
覚
を
顕
す
。
此
の
本
覚
の
大
悲
門
は
教
弥
実
位
弥
下
の
体
也
慟
て
本
門

一

品
二
半
の
脱
よ
り
本
門
八
品
の
下
種
の
辺
を
以
て
本
懐
と
な
す
故
に
、
本
果
妙
の
自
受
用
身
釈
尊
よ
り
随
縁
々
起
し
て
本
因
妙
の
自
受
用

身
上
行
と
垂
下
し
。
総
じ
て
は
九
法
界
遍
照
の
自
受
用
身
の
尊
形
を
示
し
、
別
し
て
は
人
界
の
自
受
用
身
の
尊
形
を
現
じ
て
下
契
物
機
す

る
也
。
此
の
人
界
尊
形
の
自
受
用
身
と
は
日
蓮
大
士
の
師
弟
也
。
此
の
時
の
自
受
用
自
受
法
楽
の
智
慧
は
三
種
般
若
の
中
の
文
字

般
若

也
。
此
の
文
字
般
若
と
は
、
此
ノ
妙
法
蓮
華
経
ハ
本
地
深
ノ
奥
蔵
也
と
云
之
也
。
此
の
五
字
は
自
受
用
身
の
根
太
種
子
に
て
是
れ
よ
り
本

因
本
果
釈
尊
々
形
。
十
法
界
我
等
が
尊
形
の
自
受
用
身
を
随
縁
々
起
す
る
也
。

◎
宗
祖
大
士
は
教
弥
実
位
弥
下
本
因
妙
字
信
智
凡
夫
即
極
人
界
本
覚
の
自
受
用
身
　
　
を不
要

一
。
六
七

教
弥
実
位
弥
下
し
て
妙
覚
の
本
果
妙
よ
り
本
因
妙
に
変
身
垂
下
し
て
上
行
と
な
り
。
猶
等
覚
よ
り
地

・
向

・
行

・
住
と
下
り
て
断
無
明

の
衆
生
を
助
け
、
又
初
住
よ
り
相
似
観
行
に
下
り
て
密
に
正
像
を
益
し
、
猶
名
字
信
位
に
垂
下
し
て
信
智
の
即
身
成
佛
を
以
て
本
覚
顕
照

の
人
界
の
自
受
用
身
と
顕
れ
顕
に
末
法
の
悪
人
を
助
く
る
を
本
覚
の
上
の
本
覚
の
自
受
用
身
と
名
く
る
也
。
此
の
教
弥
実
位
弥
下
本
因
妙

名
字
信
智
の
凡
夫
即
極
人
界
本
党
の
自
受
用
身
と
は
誰
人
な
る
や
是
れ
口
伝
な
り
　
一ム
々

此
の
自
受
用
身
は
広
略
を
去
て
要
を
以
て
自
受
法
楽
す
る
也
。
云
々

◎
宗
祖
大
士
は
末
法
出
現
正
直
正
顕
の
上
行
の
尊
形
　
　
隆
全
九

・
二

第
二
番
己
下
、
本
果
妙
釈
尊
。
本
因
妙
本
時
妙
応
の
春
属
。
師
弟
共
に
従
本
垂
述
し
て
神
通
を
以
て
述
を
覆
て
而
も
述
の
事
儀
を
用
い

住
本
用
述
し
て
本
涅
槃
妙
を
唱
え
本
時
妙
応
の
容
属
上
行
正
像
に
は
権
述
に
住
し
て
形
を
九
道
に
垂
れ
、
而
も
本
法
を
用
い
て
衆
生
を
利

日
隆
聖
人
に
よ
り
て
間
明
せ
ら
れ
た
る
宗
祖
大
士
の
霊
格

″文
類
と
メ
モ
´
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日
隆
聖
人
に
よ
り
て
間
明
せ
ら
れ
た
る
宗
祖
大
士
の
霊
格

″文
類
と
メ
モ
´

益
し
末
法
に
は
正
直
正
顕
の
上
行
の
尊
形

（宗
祖
大
士
）
を
以
て
之
を
益
す
る
こ
と
世
々
番
々
廃
退
な
し
。

◎
宗
祖
大
士
は
四
依
総
在
の
初
依
の
書
薩
上
行
菩
薩
　
　
を不
要
二
・
一
九

本
門
八
品
上
行
要
附
の
時

・
久
遠
本
来
の
下
種
の
唱
導
に
定
め
玉
う
本
門
四
依
の
上
行
菩
薩
を
末
法
下
種
の
慈
父
と
し
て
附
属

し

玉

う
。
故
に
末
法
下
種
の
慈
父
は
本
門
四
依
の
上
行
菩
薩
な
り
。
此
の
上
行
菩
薩
従
果
向
因
し
て
本
因
妙
の
内
を
等
覚
よ
り
地
向
行
住
乃
至

相
似
観
行
名
字
と
垂
下
し
玉
う
。
名
字
信
行
の
四
依
総
在
の
菩
薩
と
は
何
な
る
菩
薩
ぞ
や
。

答
。
日
伝
也
。
之
を
秘
す
べ
し
。
云
々
。

◎
宗
祖
大
士
は
上
行
大
悲
聞
提
の
書
薩
　
　
を不
要
二
・
一
一
三

菱
に
知
ん
ぬ
。
上
行
等
は
釈
尊
自
性
所
生
の
御
弟
子
に
し
て
上
行
即
釈
尊

・
釈
尊
即
上
行
に
し
て
上
行
本
果
に
あ
れ
ば
釈
尊
と
名
づ
け

釈
尊
本
因
に
あ
れ
ば
上
行
と
号
す
。
而
も
父
子
師
弟
本
因
本
果
宛
然
と
し
て
衆
生
脱
益
の
時
は
釈
尊
の
尊
形
を
示
し
三
世
の
衆
生
下
種
の

時
は
上
行
の
尊
形
を
示
し
て
人
界
に
日
蓮
大
士
と
顕
る
上
行
独
り
大
悲
閏
提
の
菩
薩
也
。

◎
宗
祖
大
士
は
佛
果
内
証
無
明
法
性

一
体
の
体
内
性
悪
の
無
明
よ
り
従
果
向
因
し
て
も
と
の
因
位
に
居
す
る
上
行
の
普
現
色
心
応
用
の
尊

形

（文
略
）
　
　
一
一
０
一
四
〇

◎
宗
祖
大
士
師
弟
は
従
果
向
因
凡
聖

一
如
本
覚
の
自
受
用
身
　
　
を不
要
二
・
一
四
〇

我
等
己
心
本
尊
の
自
受
用
身
は
教
弥
実
位
弥
下
し
て
本
果
よ
り
本
因
に
下
り
同
体
上
行
の
身
を
示
し
等

・
地

・
向

・
住
と
垂
下
し
て
上

機
を
も
洩
ら
さ
ず
之
を
益
し
。
猶
名
字
信
位
の
下
々
に
垂
下
し
て
名
字
信
智
の
因
位
の
自
受
丹
身
と
顕
れ

・
顕
は
に
末
世
下
々
の
衆
生
を

益
す
る
也
。
此
の
所
化
の
下
々
の
衆
生
も
信
行
の
自
受
用
身
元
よ
り
能
化
も
信
智
の
自
受
用
身
な
り
。
此
れ
を
凡
聖

一
如
本
覚
の
自
受
用

身
と
云
う
也


